
２ 意見を踏まえた「(仮称)子ども憲章」の方向性

項目 前回 今回

①
主体・視点

大人→大人を基本とし、子育
て中の方や、その周囲の方な
どが共有できるもの

大人→大人を基本とするが、
子育て中の方や、その周囲の
方をはじめ、子どもにも伝わ
るような広く双方向に共有で
きるもの

②
盛り込む内容

他都市の「憲章」のようなも
のではなく、例えば「北九州
市子育て１０か条」のような
、やわらかい言葉とする

大人も子どもも同じ気持ちに
なれるような、聞いて心がほ
んわかする言葉とする
（本日、内容を深掘り）

③
全体の構成

・前文(「(仮称)子ども憲章」
制定の経緯、目的 など)

・本文（条文形式で、短い
言葉を数本制定）

の２部構成とする

まず一つ、全体を表す大きな
キャッチコピーがあり、
・前文(「(仮称)子ども憲章」
制定の経緯、目的 など)

・本文（条文形式で、短い
言葉を数本制定）

の２部構成とする 7



３ 盛り込む内容（深掘り）
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【考え方：バックキャスティング】

➤理想的な未来を実現するために必要なステップや行動を逆算する

北九州市の目指す姿

課題の洗い出し

実現するためのアクション

「(仮称)子ども憲章」

として制定

キャッチコピー

条文



３ 北九州市が目指す姿（案）
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➤ 包摂性と寛容性をもって、北九州市全体で子どもや子育て家庭を応援する！

【キャッチコピー】

≪案1≫
北九州市は、「子どもをあたたかく見守るまち 日本一」を目指します。
（機運が上がる到達目標を設定する）

≪案2≫
北九州市は、市民全員で「子ども」と「子育て家庭」を全力応援します。
（「市民全員で」という言葉を明示する）

≪案3≫
北九州市民全員で、子どもと接する時は「にこにこスイッチ」を心がけます。
（「にこにこスイッチ」という言葉を浸透させるために、目指す姿に入れ込む）



３ 課題の洗い出し
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【課題①】社会全体の雰囲気

➤ 買い物や飲食店等で子どもが泣いたときや、
「子連れでいるだけ」で 嫌な顔をされる

【R5.8月 北九州市アンケート】

泣いたとき、冷たい

言葉、嫌な顔をされる

38%

（子連れでいるだけで）

冷たい言葉、嫌な顔をされる

22%

子どもが見えていない

9%

その他

31%

利用しやすい店が

少ない

34%

子どもが泣いたり騒いだときに

冷たい言葉、嫌な顔をされる

22%

（子連れでいる

だけで）

冷たい言葉、

嫌な顔をされる

16%

その他

28%

（遊んでいるだけで）

冷たい言葉、

嫌な顔をされる

78%

ゴミを捨てない

でほしい

6%

柔軟な対応をし

てほしかった

3%

その他

13%

場面 件数 割合

買い物 1,391 11.6%

食事 690 5.8%

公園・遊び場 498 4.2%

公共交通機関 450 3.8%

保育・学校等 222 1.9%

たばこ 204 1.7%

駐車場 202 1.7%

近所 196 1.6%

エレベーター 155 1.3%

病院 147 1.2%

職場 106 0.9%

トイレ 42 0.4%

行政 31 0.3%

場面なし 4,701 39.2%

無回答 2,953 24.6%

合計 11,988 100%



３ 課題の洗い出し
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【課題②】子どもを取り巻く現状

➤ 子どもの自己肯定感が低い、保護者が子どもの話を聞けていない 等

57.0 

47.6 

88.6 

71.3 

北九州市 全国

17.8 

25.5 

16.5 

22.3 

小学生 中学生

R1 R4

■子どもの自己肯定感

■不登校児童（長期欠席者児童千人あたり）■児童虐待相談対応件数

■保護者が子どもの話を聞くこと

82.7 
84.0 

76.3 
79.3 

北九州市（小6） 全国（小6）

H30 R4

「自分に良いところがあるか」に「当てはまる」
と答えた割合は減少（全国平均を下回る）

相談対応件数は年々増加

「子どもの話を聞けているか」に「聞けている」
と答えた割合は減少

18.1 
13.0 

34.3 
28.9 

北九州市 全国

H30 R3

小学生 中学生

単位：％
単位：％

単位：件
単位：人

出典：②出典：①

出典：② 出典：②

1,487 

2,110 
2,355 2,363 

2,515 

H30 R1 R2 R3 R4

小学生、中学生ともに増加（全国平均を上回る）

【出典】
①文部科学省「全国学力・学習状況調査」（毎年） ②子どもプラン点検・評価に関するアンケート（毎年）



３ 課題の洗い出し
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【課題③】若者・子育て家庭

➤ 結婚や子どもに関する希望が減少、子育てに悩みや不安を感じる人が増加 等

8.1 

2.2 

9.8 

55.0 

50.5 

38.0 

26.9 

4.8 

4.7 

H30

R5

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上

複数の子どもを持ちたいと希望する割合は減少

■結婚に対する考え方 ■希望する子どもの数

★子育て家庭

■悩みや不安を感じている人 ■出産に際して女性が職業を持つこと

結婚をしたいと思う若者の割合は減少

33.9 

43.1 

35.2 

44.3 47.6 
53.8 

就学前 小学生 中高生

H30 R4

「子育てに悩みや不安を感じる」と思う人の
割合は全ての年代で増加

61.0 

51.9 

20.3 

35.7 

18.7 

12.4 

全国

北九州市

職業継続 再就職 その他

職業を継続して持ちたいと思う割合は
全国平均より低く、仕事を辞め再就職
したいと思う割合が高い

単位：％ 単位：％

単位：％
単位：％

出典：③ 出典：③

出典：④

出典：②

18.6 16.4 

51.2 
38.8 69.8 55.2 

H30 R5

できるだけ早く結婚したい いずれは結婚したい

97.8

82.1

★若者

【出典】②子どもプラン点検・評価に関するアンケート（毎年） ③子ども・子育て支援に関する市民アンケート（計画策定時）（R5は速報値）
④「北九州市男女共同参画社会に関する調査（計画策定時）



３ 実現するためのアクション（案）
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〇地域みんなで取り組む、子ども・子育て見守りアクション

① 子どもがいる場面では、周りの大人みんなが「にこにこスイッチ」を

いれて優しく見守ろう！

② 子育ては楽しいことも大変なこともあるから、親も子も地域も

「みんなで成長」しよう！

③ 子どもと向き合う時は、自分も子どもだった頃を思い出して、

「子ども目線」を大切に。

④ 子どもを叱るときは愛をもって、「愛情コラッ！」を大切に。

⑤ 子どものまわりには、いつも沢山の「ありがとう」を。


